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２
０
２
１
年
３
月
５
日
、政
府
は
、

「
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
等

の
影
響
に
よ
る
社
会
経
済
情
勢
の
変

化
に
対
応
し
て
金
融
の
機
能
の
強
化

及
び
安
定
の
確
保
を
図
る
た
め
の
銀

行
法
等
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律

案
」
を
通
常
国
会
に
提
出
し
た
（
本

稿
執
筆
時
点
で
未
成
立
）。

　
本
改
正
法
案
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ

イ
ル
ス
感
染
症
等
の
影
響
に
よ
る
社

会
経
済
情
勢
の
変
化
へ
の
対
応
と
し

て
、
金
融
機
能
の
強
化
お
よ
び
安
定

を
図
る
た
め
、
金
融
機
関
に
よ
る
デ

ジ
タ
ル
化
や
地
方
創
生
へ
の
貢
献
を

目
的
と
し
た
銀
行
法
等
の
改
正
、
グ

ロ
ー
バ
ル
な
拠
点
再
配
置
の
加
速
へ

の
対
応
を
目
的
と
し
た
金
融
商
品
取

引
法
の
改
正
、
地
域
銀
行
等
の
経
営

基
盤
の
強
化
を
目
的
と
し
た
資
金
交

付
制
度
の
創
設
な
ど
の
措
置
を
講
ず

る
も
の
で
あ
る
。

　
施
行
期
日
に
つ
い
て
は
、
一
部
の

改
正
を
除
き
（
注
１
）、「
公
布
の
日

か
ら
起
算
し
て
６
月
を
超
え
な
い
範

囲
内
に
お
い
て
政
令
で
定
め
る
日
」

と
さ
れ
て
い
る
。

　
本
稿
で
は
、本
改
正
法
案
の
う
ち
、

デ
ジ
タ
ル
化
や
地
方
創
生
へ
の
貢
献

を
目
的
と
し
た
銀
行
法
の
改
正
案

（
以
下
、「
改
正
法
案
」
と
い
う
）
に

つ
い
て
、
そ
の
内
容
を
概
観
す
る
と

と
も
に
、
本
改
正
が
銀
行
グ
ル
ー
プ

の
ビ
ジ
ネ
ス
展
開
に
及
ぼ
す
影
響
に

つ
い
て
考
察
す
る
。
な
お
、
本
稿
中

で
意
見
に
わ
た
る
部
分
に
つ
い
て

は
、筆
者
ら
の
個
人
的
見
解
で
あ
り
、

筆
者
ら
が
現
に
所
属
し
ま
た
は
過
去

に
所
属
し
た
組
織
・
団
体
の
見
解
で

は
な
い
こ
と
に
留
意
さ
れ
た
い
。

一   
経
緯
・
背
景

　

わ
が
国
に
お
い
て
は
、
人
口
減
少

や
低
金
利
環
境
の
長
期
化
に
加
え
、

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
へ
の

対
応
を
機
に
、
デ
ジ
タ
ル
ト
ラ
ン
ス

フ
ォ
ー
メ
ー
シ
ョ
ン
や
サ
プ
ラ
イ

チ
ェ
ー
ン
の
再
構
築
が
加
速
す
る
な

ど
、
銀
行
を
取
り
巻
く
経
営
環
境
が

銀
行
法
改
正
の
経
緯
と
概
要
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一
　
は
じ
め
に

　

金
融
機
関
は
、日
常
業
務
の
中
で
、

顧
客
の
プ
ラ
イ
ベ
ー
ト
や
信
用
に
関

わ
る
情
報
を
頻
繁
に
取
り
扱
う
。
顧

客
は
、
金
融
機
関
が
適
切
に
管
理
す

る
も
の
と
信
頼
し
て
、
情
報
を
開
示

し
て
い
る
。
こ
う
し
た
こ
と
か
ら
、

金
融
機
関
は
、
業
務
上
取
得
し
た
情

報
を
み
だ
り
に
第
三
者
に
開
示
し
て

は
な
ら
な
い
と
い
う
守
秘
義
務
を

負
っ
て
い
る
。
ま
た
、
個
人
情
報
保

護
法
お
よ
び
同
法
の
内
容
を
具
体
化

し
た
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
（
注
１
）
に
よ

り
、
個
人
情
報
の
厳
正
な
取
扱
い
が

求
め
ら
れ
て
い
る
。

　

顧
客
個
人
情
報
の
適
切
な
取
扱
い

は
、
何
よ
り
、
そ
の
よ
う
な
情
報
を

日
常
的
に
取
り
扱
う
「
人
」
の
意
識

や
振
舞
い
に
か
か
っ
て
い
る
と
い
っ

て
も
過
言
で
は
な
い
。
こ
の
た
め
、

金
融
機
関
に
お
い
て
は
、
前
記
法
令

等
を
踏
ま
え
た
詳
細
な
ル
ー
ル
や
事

務
手
順
を
定
め
て
職
員
に
周
知
し
、

日
々
、
現
場
で
適
切
に
取
り
扱
う
こ

と
の
で
き
る
よ
う
腐
心
し
て
い
る
。

　

た
だ
、
営
業
店
な
ど
拠
点
単
位
の

人
員
の
減
少
や
日
常
業
務
の
多
様

化
・
複
雑
化
な
ど
の
事
情
が
相
ま
っ

て
、
職
員
の
注
意
力
の
散
漫
や
意
識

の
希
薄
等
を
原
因
と
し
た
情
報
漏
洩

事
故
の
発
生
を
抑
え
き
れ
な
い
な

ど
、
対
応
に
苦
慮
し
て
い
る
金
融
機

関
も
多
い
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

　

本
稿
で
は
、
顧
客
個
人
情
報
の
取

得
・
利
用
や
顧
客
等
か
ら
の
照
会
対

応
と
い
っ
た
場
面
に
応
じ
、
現
場
の

職
員
が
留
意
す
べ
き
点
を
中
心
に
、

改
め
て
ポ
イ
ン
ト
を
確
認
し
て
い

く
。

　

な
お
、
本
稿
の
意
見
に
わ
た
る
部

分
は
筆
者
の
個
人
的
見
解
で
あ
り
、

筆
者
が
前
に
所
属
し
た
組
織
や
現
に

所
属
す
る
組
織
の
見
解
で
は
な
い
こ

と
を
お
含
み
お
き
い
た
だ
き
た
い
。

二 
　
顧
客
個
人
情
報
の
取

得
の
場
面

１ 

　
利
用
目
的
の
特
定
・
通
知
・

公
表
等

　

顧
客
個
人
情
報
の
取
得
に
あ
た
っ

て
は
、
そ
の
利
用
目
的
を
、
単
に
抽

象
的
、
一
般
的
に
で
は
な
く
、
顧
客

が
具
体
的
に
想
定
で
き
る
程
度
に
特

定
す
る
必
要
が
あ
る
ほ
か
、
あ
ら
か

じ
め
第
三
者
へ
の
提
供
を
想
定
し
て

い
る
場
合
に
は
、
で
き
る
限
り
提
供

先
を
特
定
す
る
必
要
が
あ
る
。

　

ま
た
、
窓
口
で
申
込
書
類
等
を
受

け
入
れ
る
こ
と
に
よ
り
顧
客
個
人
情

報
を
取
得
す
る
場
合
は
、
本
人
が
具

体
的
に
認
識
で
き
る
よ
う
な
適
切
な

方
法
で
、
利
用
目
的
を
明
示
す
る
こ

と
が
求
め
ら
れ
る
。

　

こ
の
点
、
利
用
目
的
を
記
載
し
た

リ
ー
フ
レ
ッ
ト
を
用
意
し
、
申
込
受

付
時
に
、
顧
客
に
説
明
・
交
付
す
る

こ
と
に
よ
り
対
応
し
て
い
る
金
融
機

関
が
大
多
数
と
思
わ
れ
る
。

　

日
々
、
多
く
の
顧
客
へ
の
対
応
を

求
め
ら
れ
る
な
か
で
、
窓
口
担
当
者

が
リ
ー
フ
レ
ッ
ト
の
交
付
を
失
念
す

る
ケ
ー
ス
も
少
な
く
な
い
。
申
込
書

類
等
に
掲
載
さ
れ
て
い
る
チ
ェ
ッ
ク

欄
が
認
識
し
や
す
い
も
の
と
な
っ
て

い
る
か
等
、
失
念
防
止
の
仕
組
み
が

機
能
し
て
い
る
か
、
一
度
振
り
返
っ

今
、
押
さ
え
て
お
き
た
い

顧
客
個
人
情
報
管
理十
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一 

　
高
年
齢
者
雇
用
安
定

法
の
概
要

１ 　

高
年
齢
者
雇
用
安
定
法
の

概
要

高
年
齢
者
等
の
雇
用
の
安
定
等
に

関
す
る
法
律
（
以
下
、「
高
年
法
」

ま
た
は
「
法
」
と
い
う
）
は
、
65
歳

ま
で
の
高
年
齢
者
の
安
定
し
た
雇
用

の
確
保
の
た
め
、
２
０
１
３
年
４
月

改
正
に
よ
り
、
定
年
年
齢
を
65
歳
未

満
に
定
め
て
い
る
事
業
主
（
以
下
、

「
対
象
事
業
者
」
と
い
う
）
に
対
し
、

①
定
年
制
の
廃
止
、
②
65
歳
ま
で
定

年
年
齢
を
引
上
げ
ま
た
は
③
65
歳
ま

で
の
継
続
雇
用
制
度
（
現
に
雇
用
し

て
い
る
高
年
齢
者
が
希
望
す
る
と
き

は
、
当
該
高
年
齢
者
を
そ
の
定
年
後

も
引
き
続
い
て
雇
用
す
る
制
度
）
の

導
入
の
措
置
（
以
下
、「
高
年
齢
者

雇
用
確
保
措
置
」
と
い
う
）
を
講
じ

る
こ
と
を
要
請
し
て
い
る
（
法
９

条
）。高年

齢
者
雇
用
確
保
措
置
の
義
務

に
従
わ
な
い
事
業
者
は
、
厚
生
労
働

大
臣
の
指
導
・
助
言
や
勧
告
・
公
表

の
対
象
に
な
り
得
る
（
法
10
条
）。

２　

高
年
齢
者
雇
用
確
保
措
置

高
年
齢
者
雇
用
確
保
措
置
の
概
要

は
図
表
１
の
と
お
り
で
あ
る
。

①
と
③
の
「
定
年
」
と
は
、
就
業

規
則
や
労
働
契
約
で
定
め
ら
れ
た
労

働
者
の
退
職
の
年
齢
を
意
味
す
る
と

解
さ
れ
、
早
期
退
職
優
遇
制
度
で
定

め
る
対
象
退
職
年
齢
は
含
ま
れ
な
い

と
解
さ
れ
る
。

②
の
継
続
雇
用
制
度
に
は
、
定
年

に
達
し
た
こ
と
に
よ
り
い
っ
た
ん
雇

用
契
約
を
終
了
さ
せ
た
後
に
新
た
に

雇
用
契
約
を
締
結
す
る
再
雇
用
制
度

と
定
年
に
達
し
た
際
に
従
前
の
雇
用

契
約
を
終
了
す
る
こ
と
な
く
雇
用
を

継
続
す
る
勤
務
延
長
制
度
等
が
あ

る
。後
者
の
採
用
が
一
般
的
で
あ
る
。

ま
た
、
継
続
雇
用
制
度
に
は
、
事
業

主
が
、特
殊
関
係
事
業
主
と
の
間
で
、

当
該
事
業
主
の
雇
用
す
る
高
年
齢
者

で
あ
っ
て
そ
の
定
年
後
に
雇
用
さ
れ

る
こ
と
を
希
望
す
る
者
を
そ
の
定
年

後
に
当
該
特
殊
関
係
事
業
主
が
引
き

続
い
て
雇
用
す
る
こ
と
を
約
す
る
契

約
を
締
結
し
、
当
該
契
約
に
基
づ
き

当
該
高
年
齢
者
の
雇
用
を
確
保
す
る

制
度
が
含
ま
れ
る
（
法
９
条
２
項
）。

特
殊
関
係
事
業
主
に
は
、
事
業
主
の

親
会
社
、
兄
弟
会
社
、
子
会
社
、
関

連
会
社
な
ど
が
含
ま
れ
る
（
高
年
齢

者
等
の
雇
用
の
安
定
等
に
関
す
る
法

律
施
行
規
則
４
条
の
３
）。

３　

継
続
雇
用
制
度
の
留
意
点

対
象
事
業
者
が
高
年
齢
者
雇
用
確

保
措
置
を
講
じ
る
に
あ
た
っ
て
は
、

「
高
年
齢
者
雇
用
確
保
措
置
の
実
施

及
び
運
用
に
関
す
る
指
針
」（
以
下
、

「
雇
用
確
保
指
針
」
と
い
う
）
に
留

意
す
る
必
要
が
あ
る
。

継
続
雇
用
制
度
希
望
者
全
員
を
対

象
と
す
る
こ
と
が
要
請
さ
れ
る
（
注

１
）。
こ
の
場
合
に
お
い
て
特
殊
関

改
正
高
年
齢
者
雇
用
安
定
法
の
概
要
と

金
融
機
関
の
対
応

潮
見
坂
綜
合
法
律
事
務
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は
じ
め
に

す
べ
て
の
相
続
で
相
続
税
は
発
生

す
る
の
だ
ろ
う
か
？　

答
え
は

「
ノ
ー
」
で
あ
る
。
国
税
庁
の
発
表

に
よ
る
と
令
和
元
年
分
は
、
死
亡
件

数
１
３
８
万
１
０
９
３
人
に
対
し

て
、
相
続
税
の
申
告
納
税
は
11
万
５

２
６
７
件
で
あ
り
、
申
告
納
税
の
割

合
は
８
・
３
％
で
あ
っ
た
。
理
論
上

は
、
１
０
０
件
の
相
続
に
対
し
、
相

続
税
の
申
告
納
税
が
必
要
と
な
る
の

は
わ
ず
か
８
件
と
な
る
。
し
か
し
、

こ
と
金
融
機
関
の
担
当
者
が
接
す
る

富
裕
層
と
呼
ば
れ
る
顧
客
に
あ
っ
て

は
、
申
告
が
必
要
と
な
る
8
件
に
該

当
す
る
可
能
性
が
大
い
に
あ
る
と
思

わ
れ
る
。
ま
た
、
窓
口
対
応
に
お
い

て
も
、
相
続
手
続
き
を
ス
ム
ー
ズ
に

進
め
る
た
め
、
預
金
の
相
続
手
続
き

と
あ
わ
せ
て
顧
客
に
相
続
税
の
申
告

の
案
内
を
行
う
場
面
も
出
て
く
る
で

あ
ろ
う
。

本
連
載
は
、
金
融
機
関
の
現
場
の

方
々
に
知
っ
て
い
た
だ
き
た
い
相
続

税
の
知
識
を
解
説
し
、
日
々
の
業
務

に
役
立
て
て
い
た
だ
く
こ
と
を
目
的

と
し
て
い
る
。
相
続
税
の
詳
し
い
解

説
は
次
号
以
降
に
ゆ
ず
る
こ
と
に

し
、
第
１
回
目
で
は
、
相
続
の
基
礎

知
識
を
確
認
し
て
い
き
た
い
。

一　

  

相
続
に
係
る
ス
ケ
ジ
ュ
ー

　
　

  

ル

相
続
と
は
、
あ
る
個
人
が
死
亡
し

た
場
合
に
、
そ
の
人
が
所
有
し
て
い

た
財
産
上
の
権
利
義
務
を
そ
の
人
の

配
偶
者
や
子
な
ど
に
承
継
さ
せ
る
法

律
制
度
で
あ
る
。死
亡
し
た
人
を「
被

相
続
人
」
と
い
い
、
財
産
上
の
権
利

義
務
を
承
継
す
る
配
偶
者
や
子
な
ど

を
「
相
続
人
」
と
い
う
。

ま
ず
は
、
相
続
に
係
る
ス
ケ

ジ
ュ
ー
ル
（
図
表
１
）
を
見
な
が
ら
、

全
体
像
を
把
握
す
る
。

相
続
が
開
始
す
る
と
、
は
じ
め
に

「
遺
言
の
有
無
の
確
認
」、「
相
続
人

の
確
定
」、「
相
続
財
産
や
債
務
の
調

査
」
を
行
う
。
特
に
、
遺
言
が
あ
る

場
合
と
そ
う
で
な
い
場
合
で
は
、
そ

の
後
の
対
応
が
変
わ
っ
て
く
る
の

で
、
し
っ
か
り
と
確
認
し
て
お
き
た

い
。
相
続
に
係
る
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
で

期
限
の
あ
る
も
の
は
、「
相
続
放
棄
・

限
定
承
認
の
申
述（
3
ヵ
月
以
内
）」、

「
所
得
税
の
準
確
定
申
告
（
４
ヵ
月

以
内
）」、「
相
続
税
の
延
納
・
物
納

の
申
請
（
10
ヵ
月
以
内
）」、「
相
続

税
の
申
告
・
納
付
（
10
ヵ
月
以
内
）」

で
あ
る
。
所
得
税
の
準
確
定
申
告
と

ここだけは押さえよう！

髙野総合会計事務所 税理士　高中 恵美
 岩佐 美由紀

第１回　相続税の基礎知識


